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● 主な取り組み• 活動 

非行、学校での問題行動、引きこもり等、

社会的不適応の状態にある児童・青少年に対

して、どのような応援ができるかについて考

え、取り組みを行っています。 

   社会的不適応には、心理的側面や、発達障

害等の資質に関する要因のほか、家族、地域、

経済、文化、教育・社会システムなど、多く

の事柄が関連していると考えられており、

様々な角度から取り組みが行われています。 

これらの問題に対し、作業療法士としての

視点から、「その人が何をして毎日を過ごし

たいのか」を一緒に探し、実現を応援するこ

とで、健康的な生活への糸口が見つけようと

いう考えを軸に、実践や研究を続けています。 

これまでには、ご本人、保護者、学校等と

連携しての直接的な支援のほか、当事者会や

親の会等の社会資源の支援、非行に関する当

事者インタビューや地域社会への啓発活動

などを行ってきました。 

 

● 今後の目標• 抱負 

今後は、これまでに行ってきた活動を継続   

  しさらに深めて行きたいと思います。 

   ご本人への直接的な支援においては、当事 

者主体の、作業を切り口としたアプローチを 

探求すると同時に、各分野の知見や技法との 

融合を試みてゆきたいです。 

    

 

また保護者や学校の先生等、支える立場の

方々が集い、話せる場を作るなど、相互支援

の場を拡充していきたいと考えています。 

特に非行関連分野では、当事者への実際的  

な作業療法介入をすすめ、将来的には、司法

システムともリンクした、包括的な支援モデ

ルの開発を目指したいと考えています。 

 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

地域の方々に対する、講演やワークショッ

プ等を行い、社会不適応についてより広く理

解していただくと同時に、NPO や活動団体等

とも協力して、実際に地域社会の方々と児

童・青少年が作業を共有できる場と機会を作

っていきたいと考えています。 

   また、司法・福祉関連の諸機関と連携し、

非行少年の作業特性を明らかにし、それに基

づいて、矯正関連施設内や社会内での効果的

な介入を開発して行きたいです。 

 

● これまでの連携事例• 実績 

○三原シティカレッジ：「カッコつけていこ

う」（非行の経験者と市民で非行を考える会） 

○青少年健全育成広島県民会議：「少年非行

について考える」（当事者等との講演会） 

  ○近隣市町の小・中・高校との連携 

  ○司法・福祉関係の諸機関との連携 

 


